
FORTUSによるDDM(実パーツ造形製造)※1で
部品コスト66%減、製作期間7週間削減を実現

スウェーデンに本社を置くDST社は、人間に代わり活躍する無人機に搭載させる電子機器装置の供

給を行っている。この20年間、DST社はモーションコントロール、慣性ナビゲーション、モニタ機

能搭載ジンバル(回転台)を開発してきた。2つの稼動部により機械的に回転するジンバル(回転式)モ

ニタは、不安定な動きの乗り物からでも安定した映像を供給することが可能だ。乗り物から発生する

振動を感知し組み込まれているサーボモータで逐次補正を行うことによって、カメラはたえず安定し

正確な映像を高画質で撮影することができる。

挑戦
昨今、成長を続ける無人機マーケットだが、その汎用

性が高くなるにつれ市場投入までの開発期間短縮と製

造コストへの削減要求も日々増しているのが実情だ。

反面、DST社の扱う部品のほとんどはそれぞれに固有

のカスタマイズが必要な特注品であり、いわば反効率

的であるにも関わらず、本マーケットの牽引役として

顧客に迅速な対応と短納期を表明している。これらの

要求を満たす技術力を得るのは容易ではなく、DST 社は一貫して研究開発に注力し続けている。つ

い最近まで、DST社では主にコアとなるアルミ製部品の生産に、切削を始めとする様々な加工方法

を用いていた。しかしこれらの手法は次の3つの問題を抱えていた。

問題１：

切削に代表される従来加工手法の場合、部品の複雑さや機能性が増すに従い、かかる工数はそれ以上

の割合で増加し、最終的にそれは同じ割合分のコスト増加に反映されていく。

問題2：

DST社では切削による加工は下請けに発注している。下請け側としては発注量の多い案件から作業

に取り掛かかるのが実情だ。そのためDST社のような小量品発注の顧客は、完成品を手に入るまで

に多くの時間を要してしまう。

問題３：

いくつかの部品はカスタマイズが必要とされる特注品だが、それは同時に小量品に対しての生産を行

うことであり、おのずとコストメリットは見い出せない。

DST社によるヘリ搭載
ジンバル(回転式)モニタの実部品製造

http://www.marubeni-sys.com/de/stratasys/
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手法
部品コスト

概算
生産時間

従来手法
（ex.切削） €2,441

FORTUS DDM
（実パーツ造形製造） 

€830

€1,611
(66%)

7週間  
(63%)

FORTUS vs 従来手法

11週間

4 週間

コスト削減効果 

FORTUS DDM(実パーツ造形製造)により

筐体を含む20台以上の「COLIBRI」を
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